
平成26年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

環境衛生事業

課　名 環境衛生課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

目
的

自然環境の保全、公衆衛生の確保
対
象

市民

4 1 3 188 頁 環境衛生費

事
業
概
要

○奥嶽川水質監視事務委託金；水質調査委託金（県委託金）

○公衆衛生事業； 狂犬病予防注射等（２，０４７頭）

○飲料用水施設改善補助事業；飲料用水施設改善補助金（３件）

○環境衛生事業費；環境衛生委員報酬（自治区の環境保全活動）

90 1 3経常
奥嶽川水質監視事務委託
金

水質調査委託金 需用費 91 91

評価臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳

国・県支出金 市債 手数料 一般

経常 公衆衛生事業 頭数（２，０４７頭） 需用費 2,800 2,589 1,640

2,428 3

949 3

臨時
飲料用水施設改善補助事
業

補助件数（3件）
負担金補助
及び交付金

4,000 2,428

経常 環境衛生事務費 環境衛生委員報酬 報酬 4,508 4,145 4,145 3

経常 自然環境浄化事業

計 11,399 9,253 90 0 1,640 7,523

廃止
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２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２４～Ｈ２６（決算額）、Ｈ２７（予算現額） ６．Ｈ２８年度予算の方向性

快適な生活空間に必要な環境を整える
数値

狂犬病注射頭数 ｃ ｄ

数値 目標 － 目標 －

－

活
動
指
標

指標 a 補助実施数 ｂ

成
果
指
標

指標名 公衆衛生の維持 目
標
年
度

－

指標の設定理由

単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

公衆衛生の維持
－ －

目標 目標

成果指標名 単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 活動指標名

件 9 件 3 件

－ － －

－

市民の要望や法令に基づく対応であるため、精査しながら処理する。

補助実施
数

件
6

－

2,177 頭 2,047 頭

－ － －

－ －

b
狂犬病注
射頭数

頭
2,248 頭

うち経常経費 8,506 5,377 6,825 6,591

法令に基づいた適切な処理を行うことや、補助金交付基準に沿った交
付認定を行う。

決 算 額 （千円）
Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 方向性

14,893 787,355

対応（改善点等） － － －
ｄ

－ －

理由

県　　費 1,507 90 90 90

市　　債
財
源

国　　費

－

課題
c

－

a

9,253 10,591
前年並

－ －

－ －

－

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

事業費に係る人件費 16,746 15,256

事業費に係る人役 3.90 3.50 2.50

着眼点 分析 分析根拠

そ の 他 2,207 774,835 1,640 1,665
公衆衛生の維持に努める。

市　　債源
内
訳

継続
引き続き、補助金交付要綱を遵守し適正及び効果的な事業実施を行うこ
と。

 ④ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 3

事業の方向性 評価内容

一般財源 11,179 12,430 7,523 8,836

うち経常 4,503 3,552 5,095 4,836

 ③ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3
目標達成のために適切な手段であ
る。

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3 事業の必要性は高い。

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3

2.80

11,089 12,488

期待したとおりの成果が上がってい
る。

法令等により市が実施主体であるこ
とが定められている。
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平成26年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

葬斎場事業

課　名 環境衛生課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

目
的

火葬業務の円滑な実施
対
象

市民

4 1 4 190 頁 葬斎場費

事
業
概
要

○葬斎場管理運営事業　・・・　火葬場の管理運営
　・三重葬斎場火葬件数 　　　　　　　601件（内野津受託分　105件）
　・大野葬斎場火葬件数　　　　 　　　143件
　・竹田浄光園火葬委託件数　　 　　128件
　　　　　　　計　　　　　　　　　 　　　　　872件

○葬斎場建設事業　・・・　三重葬斎場新築更新工事完了   　（平成27年2月より新葬斎場で火葬開始）
　　　　　　　　　　　　　　　　 大野葬斎場増築更新工事完了 　　（平成27年2月より新葬斎場で火葬開始）

14,253 12,975 3経常 葬斎場管理運営事業 火葬場の運営管理 賃金 34,499 27,228

評価臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳

国・県支出金 市債 その他 一般

臨時 葬斎場建設事業 葬斎場の建設 工事請負費 903,966 884,066 826,200 1,175 56,691 1

計 938,465 911,294 0 826,200 15,428 69,666
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２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２４～Ｈ２６（決算額）、Ｈ２７（予算現額） ６．Ｈ２８年度予算の方向性

火葬業務を滞りなく行う必要があるため
数値

ｃ ｄ

数値 目標 － 目標

－

活
動
指
標

指標 a 火葬業務数 ｂ

成
果
指
標

指標名 火葬業務の実施 目
標
年
度

－

指標の設定理由

単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

火葬業務の実施
－ －

目標 目標

成果指標名 単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 活動指標名

件 788 件 872 件

－ － －

－

新施設供用開始後、順調に稼働している。今後、受委託等について
は検討を行う必要がある

火葬業務
数

件
783

－

－ －

－ － －

－ －

b
－

うち経常経費 25,172 23,592 24,852 40,690

今後の実績等をみながら検討する

決 算 額 （千円）
Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 方向性

38,083 113,798

対応（改善点等） － － －
ｄ

－ －

理由

県　　費

市　　債
財
源

国　　費

12,100 74,400 826,200

－

課題
c

－

a

911,294 40,690
前年並

－ －

－ －

－

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

事業費に係る人件費 3,006 4,795

事業費に係る人役 0.70 1.10 1.10

着眼点 分析 分析根拠

そ の 他 11,890 13,068 15,428 22,580
適正な維持管理に努める

市　　債源
内
訳

12,100 74,400 826,200

継続
新施設供用開始後の業務委託について検証を進め、適切な運営を行う
こと。

 ④ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 3

事業の方向性 評価内容

一般財源 14,093 26,330 69,666 18,110

うち経常 13,282 11,611 10,599 18,110

 ③ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3 目的達成のために適切な手段である

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3 事業の必要性は高い

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3

0.70

4,879 3,122

期待したとおりの成果が上がっている

法令等により市が実施主体であるこ
とが定めらている
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平成26年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

清掃総務事業

課　名 環境衛生課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

目
的

一般廃棄物の適正処理の推進
対
象

市民

4 2 1 194 頁 清掃総務費

事
業
概
要

○一般廃棄物適正処理事業　；　小動物の死体処理数（４１件）

8 39 3経常 一般廃棄物適正処理事業 処理件数（４１件） 需用費 202 47

評価臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳

国・県支出金 市債 手数料 一般

計 202 47 0 0 8 39

79



２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２４～Ｈ２６（決算額）、Ｈ２７（予算現額） ６．Ｈ２８年度予算の方向性

適切な住環境を保全する必要があるため
数値

ｃ ｄ

数値 目標 随時 目標

－

活
動
指
標

指標 a 回収回数 ｂ

成
果
指
標

指標名 一般廃棄物適正処理 目
標
年
度

－

指標の設定理由

単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

一般廃棄物適正処理
－ －

目標 目標

成果指標名 単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 活動指標名

回 43 回 41 回

－ － －

－

犬猫の死骸から野生動物の死骸まで多様化してきている。

回収回数 回
41

－

－ －

－ － －

－ －

b
－

うち経常経費 89 58 47 84

市民からの通報などにより、迅速な処置対応が必要である。

決 算 額 （千円）
Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 方向性

89 58

対応（改善点等） － － －
ｄ

－ －

理由

県　　費

市　　債
財
源

国　　費

－

課題
c

－

a

47 84
前年並

－ －

－ －

－

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

事業費に係る人件費 859 872

事業費に係る人役 0.20 0.20 0.20

着眼点 分析 分析根拠

そ の 他 11 20 8 16
適正処理を遂行するため。

市　　債源
内
訳

継続 適正処理に努めること。

 ④ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 3

事業の方向性 評価内容

一般財源 78 38 39 68

うち経常 78 38 39 68

 ③ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3
目的達成のために適切な手段であ
る。

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3 事業の必要性が高い。

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3

0.30

887 1,338

期待したとおりの成果が上がってい
る。

法令等により市が実施主体であるこ
とが定められている。
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平成26年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

塵芥処理事業

課　名 環境衛生課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

目
的

循環型社会の形成
対
象

市民

4 2 2 196 頁 塵芥処理費

事
業
概
要

　○不法投棄防止対策事業　；　不法投棄防止看板購入（５０本）

　○循環型社会形成事業　；生ごみ処理容器（コンポスター）給付事業（９１基給付）

　○塵芥処理事務費　；　水質検査等（旧西部清掃センター）

59 60 3臨時 不法投棄防止対策事業
不法投棄防止看板
購入

需用費 223 119

評価臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳

国・県支出金 市債 諸収入 一般

経常 循環型社会形成事業 コンポスター ９１基 需用費 703 513 227

462 3

286 3

経常 塵芥処理事務費 水質検査等 委託料 510 462

計 1,436 1,094 59 0 227 808
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２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２４～Ｈ２６（決算額）、Ｈ２７（予算現額） ６．Ｈ２８年度予算の方向性

里山・田園・水辺を守り育て、ごみを削減するため
数値

補助実施数 ｃ ｄ

数値 目標 随時 目標 ９０件

－

活
動
指
標

指標 a 看板設置数 ｂ

成
果
指
標

指標名 循環型社会の形成 目
標
年
度

－

指標の設定理由

単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

循環型社会の形成
－ －

目標 目標

成果指標名 単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 活動指標名

件 55 件 48 件

－ － －

－

ごみの不法投棄が多く発生している。また、家庭ごみの減量化等を図
る必要がある。

看板設置
数

件
38

－

69 件 91 件

89.5 ％ 65.7 ％ 101.1 ％

－ －

b
補助実施
数

件
94 件

うち経常経費 2,066 933 975 727

ごみの不法投棄防止の啓発活動として、撤去事業、広報など活動を
実施する。また、家庭ごみの減量化を図る。

決 算 額 （千円）
Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 方向性

2,323 1,080

対応（改善点等） － － －
ｄ

－ －

理由

県　　費 128 73 59 121

市　　債
財
源

国　　費

－

課題
c

－

a

1,094 970
前年並

－ －

－ －

－

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

事業費に係る人件費 5,153 5,231

事業費に係る人役 1.20 1.20 1.20

着眼点 分析 分析根拠

そ の 他 225 160 227 200
適正処理を推進するため。

市　　債源
内
訳

継続
引き続き、環境保全に資するための啓発活動を含め、効果的、効率的な
事業実施に努めること。

 ④ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 3

事業の方向性 評価内容

一般財源 1,970 847 808 649

うち経常 1,841 773 748 406

 ③ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3
目的達成のために適切な手段であ
る。

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3 事業の必要性が高い。

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3

1.20

5,323 5,352

期待したとおりの成果が上がってい
る。

法令等により、市が実施主体であるこ
とが定められている。
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平成26年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

経常 一般廃棄物処理事業費
ごみ収集・処分業務委
託料

委託料 341,938 320,357

評価臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳

国・県支出金 市債 その他 一般

150,018 170,339 3

事
業
概
要

○一般廃棄物処理事業・・・一般廃棄物の適切な処理とごみの減量化
　　　・豊後大野市内1,236箇所、臼杵市野津町（旧野津町）261箇所に出された各種ごみ（可燃ごみ・不燃ごみ・粗大ごみ・有害ごみ・
       資源ごみ）を収集し、また、搬入されたごみを清掃センター施設において、焼却処理（可燃ごみ処理能力25ｔ×2炉×16Ｈ/日）
       や分別後資源化処理（不燃・粗大ごみ処理能力22ｔ×5Ｈ/日）するため事業を行った。

　　　【処理実績】　　・可燃ごみ（10,094t）、粗大ごみ（539ｔ）、不燃ごみ（213ｔ）、資源ごみ（1,724ｔ）、プラスチック（341ｔ）
                          処理合計12,911ｔ  （H27.3.31現在）
　　　　　　　　　　　   ・資源化量　2,082ｔ　資源化率　16.1％

　○一般廃棄物処理施設整備事業・・・安定した一般廃棄物処理のための施設の修理及び更新
　　　・基幹的設備改良事業の対象とならない機器の修理・交換等を行い、施設の延命化を図り、廃棄物の適正な処理に努めた。

課　名 環境衛生課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

目
的

一般廃棄物の適切な処理
対
象

市民全般及び
臼杵市野津町市民

4 2 4 198 頁 清掃センター費 一般廃棄物処理事業

計 420,051 373,650 0 0 159,332 214,318

臨時
一般廃棄物処理施設整備
事業

工事請負費　3件 工事請負費 16,500 9,158 1,601 7,557 3

36,422 161,613 44,135 7,713臨時 一般廃棄物処理事業費
基幹的改良工事に伴
うごみ処理搬送委託料

委託料
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２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２４～Ｈ２６（決算額）、Ｈ２７（予算現額） ６．Ｈ２８年度予算の方向性

373,650 485,745
減額

－ －

－ －

－

－

課題
c

－

a

理由

県　　費

基幹的設備改良工事が完了し市　　債
財
源

国　　費 2,994

うち経常経費 300,289 306,447 320,357 340,031

循環型社会の形成推進めをざし、ごみの分別徹底を推進するととも
に、リサイクル可能な紙類の分別強化を図る。

決 算 額 （千円）
Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 方向性

342,730 308,672

対応（改善点等） － － －
ｄ

－ －

人口は減少しているもののごみの排出量は横ばいである。可燃ごみ
中に含まれる紙類の割合が約40％であることから分別を強化し、ごみ
の焼却量を削減する必要がある。

維持管理の
適正化

千円
342,730

％ －

15 回 17 回

100.0 ％ 100.0 ％ 100.0 ％

－ －

b
ごみ分別の
推進

回
12 回

単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

ごみ処理の適正化、ごみの減量化 ㎏
214.7 ㎏ 209.4 ㎏

目標 目標

成果指標名 単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 活動指標名

千円 308,672 千円 373,650 千円

86.0 ％ 88.8 ％ 93.9

198.0 ㎏

ごみ分別の推進 ｃ ｄ

数値 目標 経常経費の削減 目標 市民の意識啓発を図る

186kg/人・年

活
動
指
標

指標 a 維持管理の適正化 ｂ

成
果
指
標

指標名
ごみ処理の適正化、ご
みの減量化

目
標
年
度

H27

指標の設定理由

総合計画／後期基本計画において、基本施策（2-2-1）の目標としているため
数値

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

期待したとおりの成果が上がっている

法令等により、市が実施主体であるこ
とが定められている

16.40

72,743 73,143

継続
適切な処理とゴミの減量化に努め、分別強化を図ることと併せて将来的
な運用に向けた検討を開始すること。

 ④ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 3

事業の方向性 評価内容

一般財源 186,242 160,796 214,318 311,349

うち経常 152,194 158,717 170,339 185,195

 ③ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3 目的達成のために適切な手段である

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3 事業の必要性が高い

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3

事業費に係る人役 16.50 15.90 16.40

着眼点 分析 分析根拠

そ の 他 153,494 147,876 159,332 174,396

基幹的設備改良工事が完了し
て、投資的経費の減額及び、
近隣自治体へのごみ処理応援
要請の必要がなくなったことに
よるもの

市　　債源
内
訳

事業費に係る人件費 70,847 69,305
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平成26年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

　　　　　需用費　　　　　　　医薬材料費　　硫酸バンド他７品目

一般廃棄物処理事業

課　名 環境衛生課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

目
的

一般廃棄物の適正な処理
対
象

市民全般及び
臼杵市野津町市民

4 2 5 202 頁 白鹿浄化センター費

事
業
概
要

25,301 116,889 2経常 一般廃棄物処理事業
燃料費、光熱水費、
医薬材料費

需用費 149,083 142,190

評価臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳

国・県支出金 市債 その他 一般

　○一般廃棄物処理事業

　　　・豊後大野市内及び臼杵市野津町より収集、搬入されたし尿、浄化槽汚泥は薬品処理や膜分離装置で処理。処理した水は活性炭

　　ろ過して河川へ放流。脱水汚泥は乾燥し生ごみと混合、発酵槽にて発酵させ堆肥とする。

　　　　処理能力：８０ＫＬ　（し尿２７ｋＬ／日、浄化槽汚泥５３ＫＬ／日、生ごみ１ｔ／日）

　　　　平成２６年度の収集量

　　　  　し尿３，１４５KL、　　浄化槽汚泥１５，５３４KL、　　生ごみ１０，６８０ｋｇ、　　河川への放流水量２４，６７５ｍ
3

　　　　　２５年度堆肥残１４，２５０ｋｇ　（９５０袋）

　　　　　２６年度　堆肥作成量２２５，６９０ｋｇ　（１５，０４６袋）　　　堆肥搬出量２１８，９４０ｋｇ　（１４，５９６袋）

　　　　　２６年度堆肥残６，７５０ｋｇ　（４５０袋）
　○主な経費

　　　　　委託料　　 　　　　 施設維持管理委託料

          工事請負費　　　　中央監視室データロガ更新工事、全窒素・全りん自動分析装置更新工事

149,083 142,190 0 0 25,301 116,889計
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２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２４～Ｈ２６（決算額）、Ｈ２７（予算現額） ６．Ｈ２８年度予算の方向性

施設の性能を維持し、経費削減等を考えれば機器の変更が重要である
数値

施設の基幹改良 ｃ 外部委託の検討 ｄ

数値 目標 経費の削減（Ａ重油） 目標
処理方式及び機器設備
の改良・変更

－

活
動
指
標

指標 a 施設維持管理の適正化 ｂ

成
果
指
標

指標名 適正な処理 目
標
年
度

Ｈ27

指標の設定理由

単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

適正な処理
－ －

目標 機器整備の委託検討 目標

成果指標名 単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 活動指標名

㍑ 182,000 ㍑ 196,000 ㍑

－ － －

－

現在の膜分離装置は寿命が短く業者での交換しか出来ない為、膜交
換費用が高い。

施設維持管
理の適正化

㍑
182,000

－

－ －

－ － －

－ －

b
施設の基幹
改良

－

うち経常経費 143,824 140,149 142,190 144,329

回転平膜方式から寿命が長く職員でも交換ができるチュ-ブラ膜方式
への変更を検討。

決 算 額 （千円）
Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 方向性

143,824 140,149

対応（改善点等） － － －
ｄ

－ －

理由

県　　費

市　　債
財
源

国　　費

－

課題
c

外部委託の
検討

－

a

142,190 144,329
前年並

－ －

－ －

－

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

事業費に係る人件費 19,322 19,615

事業費に係る人役 4.50 4.50 4.50

着眼点 分析 分析根拠

そ の 他 24,843 24,657 25,301 21,924 適正な処理の推進,寿命の長い
膜への変更を検討

市　　債源
内
訳

継続
長期にわたり利用する施設である為、施設の性能を維持することに必要
な整備を、適切な手段、費用で実施することにより、トータル的な経費節
減につなげること。

 ④ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 2

事業の方向性 評価内容

一般財源 118,981 115,492 116,889 122,405

うち経常 118,981 115,492 116,889 122,405

 ③ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 2
民間委託導入など検討の余地があ
る。

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3
一般廃棄物の処理施設である為必要
である。

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3

4.50

19,960 20,070

成果は上がっている。

法令等により、市が実施主体であるこ
とが定められている。
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平成26年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

臨時
清掃センター基幹的設備
改良事業

清掃センター基幹的設
備改良工事等

工事請負費 671,771 670,613

評価臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳

国・県支出金 市債 分担金及び負担金 一般

221,083 426,400 2,571 20,559 2

事
業
概
要

　　○清掃センター基幹的設備改良事業
　　　清掃センターの延命化を図るため基幹的設備改良工事を実施する。
　　　　　施設の長寿命化
　　　　　ＣＯ2排出量の削減を図る

　   ・清掃センター基幹的設備改良工事　　　　　　　　　　663,485,000円
   　・清掃センター基幹的設備改良工事監理委託　　　　   6,900,000円

課　名 環境衛生課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

目
的

廃棄物処理施設の基幹的設備改良事業
対
象

市民全般及び
臼杵市野津町市民

4 2 6 204 頁 清掃センター基幹的設備改良費 清掃センター基幹的設備改良事業

施設の延命化

○延命化工事による効果

・信頼性・安定性の向上

・公害防止対策の強化

・省エネルギー化

※近隣自治体とごみ処理施設更新時期の歩調を

合わせ、ごみ処理の広域化をめざす。

計 671,771 670,613 221,083 426,400 2,571 20,559
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２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２４～Ｈ２６（決算額）、Ｈ２７（予算現額） ６．Ｈ２８年度予算の方向性

670,613 1,024,597
予算措置なし

－ －

－ －

－

－

課題
c

基幹改良
CO2削減率

－

a

理由

県　　費

市　　債
財
源

国　　費 980 221,083 267,356

426,400 719,300

うち経常経費

焼却設備の基幹的設備改良修理を行い、性能水準の回復とＣＯ２の

排出量削減を図る。

決 算 額 （千円）
Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 方向性

0 4,589

対応（改善点等） － － －
ｄ

工程会議の
回数

－ －

ごみ質の多様化と設備の老朽化による焼却処理能力の低下が懸念さ
れている。

低下した性
能の回復

－

－

－ －

－ － －

－ －

b
ダイオキシ
ン類削減対
策

－

単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

基幹的設備改良
－ －

目標 5％以上 目標 月2回

成果指標名 単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 活動指標名

－ －

－ － －

－

ダイオキシン類削減対策 ｃ 基幹改良CO2削減率 ｄ 工程会議の回数

数値 目標 50ｔ/日（25ｔ/16ｈ×2炉） 目標
排ガス中のDXN

1ng‐TEQ㎥N以下

工事の進捗率

活
動
指
標

指標 a 低下した性能の回復 ｂ

成
果
指
標

指標名 基幹的設備改良 目
標
年
度

H27

指標の設定理由

総合計画／後期基本計画／実施計画書／施策目標（2-2-1）としているため
数値

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

期待したとおりの成果が上がっている

法令等により、市が実施主体であるこ
とが定められている

0.80

3,548 3,568

廃止 事業終了のため。

 ④ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 3

事業の方向性 評価内容

一般財源 2,171 20,559 32,277

うち経常

 ③ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3 目的達成のために適切な手段である

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3 事業の必要性が高い

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3

事業費に係る人役 0.00 0.60 0.80

着眼点 分析 分析根拠

そ の 他 1,438 2,571 5,664 H27年度で基幹的設備改良工
事が完了するため

市　　債源
内
訳

426,400 719,300

事業費に係る人件費 0 2,615
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１．概要

太陽光発電事業特別会計事業

課　名 環境衛生課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

目
的

再生可能エネルギー、新エネルギーを推進する
対
象

市民

－ － － 526 頁 －

事
業
概
要

○豊後大野市太陽光発電所５ヶ所の維持管理業務
　　・インターネット回線使用によるシステム監視
　　・火災保険加入
　　・機械警備委託
　　・草刈委託
　　・電気設備保安業務委託

186,395 3臨時 太陽光発電所建設事業 警備、草刈、保安管理 委託料 202,635 186,395

評価臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳

国・県支出金 市債 その他 一般

計 202,635 186,395 0 0 186,395 0
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２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２４～Ｈ２６（決算額）、Ｈ２７（予算現額） ６．Ｈ２８年度予算の方向性

環境負荷の少ないライフスタイルや事業活動を進めるため
数値

ｃ ｄ

数値 目標 随時 目標

－

活
動
指
標

指標 a 維持管理回数 ｂ

成
果
指
標

指標名
再生可能エネルギーの
推進

目
標
年
度

－

指標の設定理由

単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

再生可能エネルギーの推進
－ －

目標 目標

成果指標名 単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 活動指標名

－ 30 回

－ － －

－

機械設備であるため、充分な維持管理が必要。

維持管理
回数

回
－

－

－ －

－ － －

－ －

b
－

うち経常経費

状況に応じた適切な維持管理を行う。

決 算 額 （千円）
Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 方向性

0 688,461

対応（改善点等） － － －
ｄ

－ －

理由

県　　費

市　　債
財
源

国　　費

－

課題
c

－

a

186,395 100,004
前年並

－ －

－ －

－

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

事業費に係る人件費 － －

事業費に係る人役 － － －

着眼点 分析 分析根拠

そ の 他 186,395 100,004
適切な維持管理を行うため。

市　　債源
内
訳

継続 適切な管理運営に努めること。

 ④ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 3

事業の方向性 評価内容

一般財源 688,461

うち経常

 ③ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3
目的達成のために必要な手段であ
る。

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3 事業の必要性が高い。

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3

－

－ －

期待したとおりの成果が上がってい
る。

市が実施主体となっている。
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